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文内容の要旨

本論文は，船の推進性能上最も重要な要素の一つである推力減少率の特性を，粘性流体力学の立場

から，計算並びに実験により論じたものである O 論文は緒論，本論及び結論から成り，本論は5章に

分れている O

緒論では，この問題の研究の現状と問題点を述べ，本研究の目的と意義を明らかにしている O

第l章では，船体の代りに比較的細長い回転体と後端部の肥大した回転体とを用い，プロペラの作

動を考慮してポテンシャル流における推力減少率を計算し，また，境界層理論を適用して推力減少率

の摩擦成分を推定している O その結果，ポテンシャル流における推力減少率の基本的性質を明らかに

するとともに，摩擦成分の小さいことを示している O

第2章では，上記二つの回転体を供試模型として行った実験結果を述べている O すなわち模型表面

上及び境界層内の圧力分布並びに境界層内の速度分布に及ぼすプロペラ作動の影響を調べ，その結果，

推力減少率のほとんど全部が圧力成分で摩擦成分は小さいことを検証するとともに，細長い回転体で

はポテンシャル流としての計算と実験はよく一致するが，後端部が肥大した回転体の場合は実験値の

方が計算値より低くなることを見いだしている O

第3章では，境界層近似の成立しない肥大回転体の周りの厚い粘性流場を，直接，差分法により数

値計算している O この際，まず模型のレイノルズ数で計算し，前章の実験結果とほぼ一致することを

確かめ，更に，推力減少率の尺度影響を見るために実船状態のレイノルズ数で計算し，実船の方が大

きいことを示している O

第4章では，平板の周りの粘性流場を前章と同様の方法で計算し，境界層計算と比較することによ
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り差分法の計算精度が十分で、あることを確認するとともに，プロペラ作動による流場の変化を調査し

ている O

第 5章では，回車副本及び平板の周りの粘性流場がプロペラの作動によって受ける影響を前4章の結

果を使って検討し，推力減少率の尺度影響は細長い船では認められないが，肥大船では実船の推力減

少率の方が模型の場合より大きいことを示し，その相関式を提案している O

結論では上記諸章で得た結果をまとめている O

論文の審査結果の要旨

船の推進性能上最も重要な要素の一つである推力減少率については，数理解析的取扱いの困難さの

故に基礎的特性に不明の点が残っており，特に尺度影響に関してそれが大きい。

本論文は，この問題を解明するために，従来の略近法とは異なり，正当的手法で回転体並びに船型

の推力減少率を検討したものである O すなわち，通常無視される水の粘性を考慮し，プロペラが厚い

粘性伴流中で作動する場合の回転体周りの粘性流場を，境界層近似を使用せず差分法で直接数値計算

し，ポテンシャル流中の解と比較考察することにより，推力減少率の尺度影響を論じている O その結

果，推力減少率には尺度影響が存在すること，また，その値は実船状態の方が大きいことを初めて見

いだすとともに，計算法の妥当性を模型実験で確かめている O また，この結果の応用性を高めるため，

数値計算を参考にしつつ運動方程式の性質を詳細に検討し，尺度影響に関する簡潔な推定式を導き，

船型に対しでも適用できることを示している O

以上のように，本論文は船の推力減少率，特にその尺度影響につき，新しい手法に基づき重要な知

見を加えたものであり，船舶抵抗推進学上貢献するところが大きく，博士論文として価値あるものと

認める O
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